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　令和５年８月 26 日（土）、山形県山形市のホテルメ
トロポリタン山形にて全管連青年部協議会第 27 回通
常総会並びに研修会、懇親会が開催されました。
　第 27回通常総会は田中理事（横浜）の司会で開会し、
続いて太田会長の挨拶があり、その後、髙木理事（高松）
が議長に就任して、スムーズな議事進行のもとで第１
号議案から第５号議案までが全て滞りなく可決されま
した。そして今年は役員改選期であり、新会長に廣田
勝義氏（宇都宮）が選任されました。今まで２期会長
を務めた太田勝晶氏は、この通常総会で青年部協議会
を卒業となり、思いを後進に託しました。また、執行
部も新メンバーとなりました。

　総会終了後の記念講演で
は、NBC コンサルタンツ
㈱専務取締役 紅本亘氏に
「45 歳までにすべきこと」
をテーマにご講演いただき
ました。企業の承継に係る
「成長」と「分配」の法則、
今後の企業戦略としての展

望についてのお話を聴かせていただきました。
　懇親会では、新執行部（正副会長部会長）の紹介か
ら始まり、山形市青年部の白田部長の開会挨拶では「山
形はこの一年間、本当に色々なことがありましたが、
今日と言う日を迎える事ができたことを大変喜ばしく
感じております。」と大会への熱い思いが語られまし
た。そして会長挨拶では、廣田新会長から「４年ぶり
の通常開催となり、全国組織のスケール感と一つ一つ
紡がれた歴史の中で多くの方々に支えられていること
を改めて実感している」とフルスペック開催の意義に
ついて語られ、令和５年度の活動について「４つのテー
マのもと事業を構築実施していく中で、将来、我々が
この業界を担っていくという機運の醸成を図ってい
く」という決意が述べられました。それから山形市 佐
藤市長、全管連 藤川会長の祝辞、ご列席頂いた来賓の
方々の紹介の後、山形市鹿野理事長による乾杯で祝宴
がスタートしました。

　本総会開催を通じて山形市青年部の団結力の強さを
改めて感じました。今まで一人一人の思いを点から線
に繋いできましたが、これからは面として広げていき、
この組織力を全国へと発展させていきたいと思ってお
ります。最後になりましたが、お忙しい中ご列席頂い
た来賓の方々、全国から山形の地に来ていただいた青
年部会員の皆様にお礼を申し上げます。また、本総会
に取り組んでくれた山形市青年部の皆様、心より感謝
致します。本当にお疲れ様でした。そして今後ともど
うぞ宜しくお願い致します。

山形市管工事協同組合青年部
部長　白田　精司

左から　鈴木自民党青年局長、廣田全管連青年部事業副会長、山本文部科学大臣政務官、
太田全管連青年部会長、小野全管連青年部事業部会長、本田全管連青年部理事、宮路自民
党青年局団体部長

総会全景

　令和５年６月８日　太田全管連青年部会長が山本左
近文部科学大臣政務官と面会しました。
　令和５年２月２日に行われた自民党青年局と全管連
青年部の意見交換会での担い手確保の議題の中で、太
田会長より「建設業界は重要なインフラを支える社会
貢献度の高い職種であることを幼少期から教育の中に
浸透させる必要がある。そのためには小学校などの教
育現場との連携が必要である。」と思いを伝えたとこ

ろ、自民党青年局鈴木憲和局長、宮路拓馬団体部長とと
もに、山本政務官に「義務教育における水道インフラに
関する要望書」を届ける運びとなりました。
　山本政務官は要望書を受けて「学校と企業が連携し、
職業体験などの機会を今後もより多く設けたい。皆様
の力をお借りしてインフラの重要性や仕事の魅力を伝
えていくことが大切である」と強調され、要望をしっか
りと受け止めていただきました。

第27回通常総会　山形総会を開催

新会長に廣田勝義氏（宇都宮）を選任

全管連青年部太田会長が山本左近文部科学大臣政務官と面会

講演する紅本氏

記後

集編
　今回総会を通常開催できたことは本当に嬉しいかぎりです。山形の皆様には大変お世話になりました。コロナ前の
開催内容を思い出しながら、様 ご々苦労をお掛けしたと思います。改めて、ありがとうございました。そして文科省へ
の要望ですが、今後の担い手育成に大いに繋がることが期待できます。各地の関係学校への入学も期待でき、相乗
効果があると確信しております。 総括担当副会長　安宅　弘明

廣田新会長 藤川全管連会長
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全管連・第63回通常総会（松山）において事業報告を実施

　７月３日に愛媛県松山市の愛媛県県民会館において

全管連第 63回通常総会・全国大会が開催されました。

　全管連青年部からは、太田会長（川崎）、廣田事業副会

長（宇都宮）、安宅総務部会長（高知）、高木理事（高松）が

参加しました。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症も５類へと移

行し、マスクの着用も任意となったことから人数制限

無しの開催となり、青年部のブースも出展させていた

だきました。全国大会終了時に青年部の時間を頂戴し、

650 名の参加者に限りある時間で青年部の事業報告と

PRを行いました。
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㈱専務取締役 紅本亘氏に
「45 歳までにすべきこと」
をテーマにご講演いただき
ました。企業の承継に係る
「成長」と「分配」の法則、
今後の企業戦略としての展

望についてのお話を聴かせていただきました。
　懇親会では、新執行部（正副会長部会長）の紹介か
ら始まり、山形市青年部の白田部長の開会挨拶では「山
形はこの一年間、本当に色々なことがありましたが、
今日と言う日を迎える事ができたことを大変喜ばしく
感じております。」と大会への熱い思いが語られまし
た。そして会長挨拶では、廣田新会長から「４年ぶり
の通常開催となり、全国組織のスケール感と一つ一つ
紡がれた歴史の中で多くの方々に支えられていること
を改めて実感している」とフルスペック開催の意義に
ついて語られ、令和５年度の活動について「４つのテー
マのもと事業を構築実施していく中で、将来、我々が
この業界を担っていくという機運の醸成を図ってい
く」という決意が述べられました。それから山形市 佐
藤市長、全管連 藤川会長の祝辞、ご列席頂いた来賓の
方々の紹介の後、山形市鹿野理事長による乾杯で祝宴
がスタートしました。

　また海外出張中の衆議院議
員鈴木自由民主党青年局長か
らのビデオメッセージを紹介
いたしました。
　海の幸・山の幸を活かした
料理の数々の山形グルメを堪
能しながら大いに懇親をを深
めた時間が過ぎていく中、終
盤には太田前会長の会長退任
挨拶が行われ、会長就任後には半年でコロナ禍になり
未曾有の２期４年を過ごしたが、熱い思いは廣田新会
長につなぐと述べられました。中締めの前には、次年
度総会開催地の石川県管工事協同組合青年部会の皆様

による地元 PR が行われまし
た。定番となった「バトンタッ
チセレモニー」では、石川県
へ黄金のパイレンが手渡さ
れ、山形の想いが石川へと伝
えられました。
　懇親会の最後は、庄司山形
市上下水道事業管理者の締め
の挨拶で閉会となりました。

　本総会開催を通じて山形市青年部の団結力の強さを
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に取り組んでくれた山形市青年部の皆様、心より感謝
致します。本当にお疲れ様でした。そして今後ともど
うぞ宜しくお願い致します。

山形市管工事協同組合青年部
部長　白田　精司

次年度開催地の石川県青年部

第14期新役員

　この全管連総会での青年部 PR 事業の時間は非常に

貴重な時間であり、その時間を頂きました事を親組合

に感謝するとともに、今後も未加入地域の組合で興味

をもっていただき加入の検討を頂ければ是非ともお声

掛けを頂きますようお願いします。

総会・大会の会場 青年部による壇上でのご挨拶

青年部ブース

鈴木青年局長

退任した太田前会長


